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10月5日、伊吹第1グラウンドを
メイン会場に防災訓練を行いまし
た。今回は、震度6強の地震により
市内でも多数の被害が発生したこと
を想定したもので、近隣自治会のみ
なさん、職員、消防署、陸上自衛隊
など約1100人が参加しました。
避難所開設と避難訓練のほか、県
防災ヘリによる孤立集落からの住民
の搬送や、土砂に埋もれた負傷者の
救出訓練では、災害救助犬が初参加
しました。

防災訓練を行いました

秋季
全国火災予防運動

市では、消防可搬式ポンプの整備を計画的に実施し
ています。平成26年度は5台の可搬式ポンプを更新し、
該当する班へ配属しました。
更新の対象となった班は、伊吹中隊第１分団寺林･
上平寺班、同中隊第3分団吉槻班、山東中隊第2分団
北方班、菅江班、同中隊第3分団野一色班の5班です。
市民のみなさんの生命や財産を守るため、今後も計
画的に設備の更新を行い、災害への対応力を高めてい
きます。

11月9日(日)～15日(土)
災害が発生しやすい時季です。
この機会に、防火意識を高めましょう。
「もういいかい　

火を消すまでは
まあだだよ」

●火災予防パレード
11月9日(日)8時30分～
市消防団が市内一円を
巡回します。

湖北地域消防組合・湖北地域消防本部では、（一
財）自治総合センターが行う「地域防災組織育成助
成事業」の助成を受けて、軽可搬消防ポンプ等を購
入し、世継女性消防隊に贈呈しました。
この事業は、（一財）自治総合センターの助成金

を財源として、女性消防隊や婦人防火クラブの育成
強化を図り、安全で災害に強い地域づくりを推進す
ることを目的に宝くじの社会貢献事業として整備し
ています。

小型動力消防ポンプを配属 宝くじ助成金で女性消防隊の
活動備品を購入

住宅防火いのちを守る７つのポイント
３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために
防炎品を使用する。
○小さいうちに火災を消すために、住宅用消火器等を設置
する。
○高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力
体制をつくる。

■問 市　防災危機管理課(近江庁舎) 1 52－6630 5 52－6930


